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KOBE BUSSAN CO．，LTD.
平成 29 年 1 月 30 日

各 位

会 社 名 株 式 会 社 神 戸 物 産

(コード番号：3038  東証第 1 部)
代 表 者 名 代表取締役社長 沼田 博和

問 合 せ 先 経営企画部門 部門長 坂本 匡浩

T E L   0 7 9 – 4 9 6 – 6 6 1 0

（訂正・数値データ訂正）

「平成 28 年 10 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について

平成 28 年 12 月 15 日に発表いたしました「平成 28 年 10月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」について、記載内容

の一部に誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。

なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。

記

【訂正箇所】

○サマリー情報

1.平成 28年 10月期の連結業績(平成 27 年 11月 1 日～平成 28 年 10 月 31 日) (百万円未満切捨て)
(3）連結キャッシュ・フローの状況

【訂正前】

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

28年10月期

27年10月期

百万円

12,044
6,896

百万円

△2,435
△9,974

省略

百万円

63,299
59,317

【訂正後】

(3）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

28年10月期

27年10月期

百万円

11,962
6,896

百万円

△2,480
△9,974

省略

百万円

63,183
59,317

○添付資料 3、4 ページ

１．経営成績・財政状態に関する分析

(2)財政状態に関する分析

②キャッシュ・フローの状況

【訂正前】

当連結会計年度のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー120億44百万円の収

入に対し、投資活動によるキャッシュ・フロー24億35百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フロー45億22
百万円の支出により当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は632億99百万円となり、期首残高より39億81
百万円増加となりました。
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(省略)
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は120億44百万円となり前連結会計年度に比べ51億48百万円

の収入の増加となりました。これは主に為替相場が円高に推移したことによるデリバティブ評価損失や為替差損の

増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)
当連結会計年度における投資活動による資金の減少は24億35百万円となり前連結会計年度に比べ75億38百万円

の支出の減少となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出の減少や有形固定資産の売却による収入が

増加したためであります。

(省略)

(キャッシュ・フロー関連指標の推移)
平成24年
10月期

平成25年
10月期

平成26年
10月期

平成27年
10月期

平成28年
10月期

自己資本比率(%)

省略

12.4
時価ベースの

自己資本比率(%) 64.6

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率(%) 661.7

インタレスト・カバレッジ・

レシオ(倍) 16.6

(省略)

【訂正後】

当連結会計年度のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー119億62百万円の収

入に対し、投資活動によるキャッシュ・フロー24億80百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フロー45億22
百万円の支出により当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は631億83百万円となり、期首残高より38億66
百万円増加となりました。

(省略)
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は119億62百万円となり前連結会計年度に比べ50億66百万円

の収入の増加となりました。これは主に為替相場が円高に推移したことによるデリバティブ評価損失や為替差損の

増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)
当連結会計年度における投資活動による資金の減少は24億80百万円となり前連結会計年度に比べ74億94百万円

の支出の減少となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出の減少や有形固定資産の売却による収入が

増加したためであります。

(省略)

(キャッシュ・フロー関連指標の推移)
平成24年
10月期

平成25年
10月期

平成26年
10月期

平成27年
10月期

平成28年
10月期

自己資本比率(%)

省略

12.4
時価ベースの

自己資本比率(%) 64.6

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率(%) 666.2

インタレスト・カバレッジ・

レシオ(倍) 16.5

(省略)
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添付資料 5、7 ページ

２．企業集団の状況

(1)企業集団の概況

【訂正前】

名称 住所

資本金又

は出資金

(百万円)

主要な事業の

内容

議決権の

所有割合(%) 関係内容

省略

有限会社神戸物産フーズ
横浜市

神奈川区
3 業務スーパー事

業
100.0

「業務スーパー」で

の販売商品及び酒類

等の輸入卸。

運転資金の貸付。

信用状開設にあたり

当社が保証を行って

おります。

省略

株式会社ジー・テイスト

(注)2、4、6
名古屋市北

区
100

クック

イノベンチャー

事業

63.5
(46.7) 社債の引受。

省略

【訂正後】

名称 住所

資本金又は

出資金

(百万円)

主要な事業の

内容

議決権の

所有割合(%) 関係内容

省略

有限会社神戸物産フーズ
横浜市

神奈川区
3 業務スーパー事

業
100.0

「業務スーパー」で

の販売商品及び酒類

等の輸入卸。

運転資金の貸付。

役員の兼任あり。

省略

株式会社ジー・テイスト

(注)2、4、6
名古屋市北

区
100

クック

イノベンチャー

事業

55.0
(40.5) 社債の引受。

省略
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○添付資料 18 ページ

５．連結財務諸表

(4)連結キャッシュ・フロー計算書

【訂正前】

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年11月１日

至 平成27年10月31日)

当連結会計年度

(自 平成27年11月１日

至 平成28年10月31日)
営業活動によるキャッシュ・フロー

(省略)
為替差損益（△は益） △1,173 1,141
(省略)
その他の流動資産の増減額（△は増加） △195 △35
(省略)
その他の流動負債の増減額（△は減少） 525 336
(省略)
その他 78 195
小計 10,605 15,958
(省略)
営業活動によるキャッシュ・フロー 6,896 12,044

投資活動によるキャッシュ・フロー

(省略)
有形固定資産の取得による支出 △11,200 △4,526
(省略)
貸付けによる支出 △355 △414
貸付金の回収による収入 43 290
(省略)
投資活動によるキャッシュ・フロー △9,974 △2,435
(省略)

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,079 △1,105
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,382 3,981
(省略)
現金及び現金同等物の期末残高 59,317 63,299
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【訂正後】

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年11月１日

至 平成27年10月31日)

当連結会計年度

(自 平成27年11月１日

至 平成28年10月31日)
営業活動によるキャッシュ・フロー

(省略)
為替差損益（△は益） △1,173 1,132
(省略)
その他の流動資産の増減額（△は増加） △195 △162
(省略)
その他の流動負債の増減額（△は減少） 525 173
(省略)
その他 78 412
小計 10,605 15,875
(省略)
営業活動によるキャッシュ・フロー 6,896 11,962

投資活動によるキャッシュ・フロー

(省略)
有形固定資産の取得による支出 △11,200 △4,571
(省略)
貸付けによる支出 △355 △336
貸付金の回収による収入 43 212
(省略)
投資活動によるキャッシュ・フロー △9,974 △2,480
(省略)

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,079 △1,093
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,382 3,866
(省略)
現金及び現金同等物の期末残高 59,317 63,183
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○添付資料 21 ページ

５．連結財務諸表

(5) 連結財務諸表に関する注記事項

    （セグメント情報等）

【訂正前】

当連結会計年度(自 平成27年11月１日 至 平成28年10月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額 合計業務

スーパー

事業

神戸

クック

事業

クックイ

ノベンチ

ャー

事業

エコ再生

エネルギ

ー

事業

計

売上高

省略

外部顧客への

売上高

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

計 省略

セグメント利益

又は損失(△) 省略

セグメント資産 省略 1,133 93,442 39,757 133,199

その他の項目

省略
減価償却費 1,980 641 377 3,089 7 3,096 135 3,232
有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

3,684 1,001 734 5,431 － 5,431 520 5,952

(省略)
    (3)セグメント資産の調整額39,757百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、その主なも

のは親会社本社のグループ管理部門の資産であります。

(省略)
(4)減価償却費の調整額135百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

(5)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額520百万円は各報告セグメントに帰属しない全社資産

の増加であります。
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【訂正後】

当連結会計年度(自 平成27年11月１日 至 平成28年10月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額 合計業務

スーパー

事業

神戸

クック

事業

クックイ

ノベンチ

ャー

事業

エコ再生

エネルギ

ー

事業

計

売上高

省略

外部顧客への

売上高

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

計 省略

セグメント利益

又は損失(△) 省略

セグメント資産 省略 1,210 93,519 39,680 133,199

その他の項目

省略
減価償却費 1,980 602 377 3,050 13 3,064 168 3,232
有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

2,697 934 637 4,280 351 4,632 321 4,954

(省略)
    (3)セグメント資産の調整額39,680百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、その主なも

のは親会社本社のグループ管理部門の資産であります。

(省略)
(4)減価償却費の調整額168百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

(5)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額321百万円は各報告セグメントに帰属しない全社資産

の増加であります。

以 上


